
 

 

 

 

 

 

 

対話から生まれる椋鳩十文学の感動 

～「ああ公」を軸とした深く学び合う読書～ 

 

府中市立南小学校 

第６学年 浦上 璃子 





















 

 

 

 

 

  

〈指導者の言葉〉 
 

本校は，主体的・対話的で深い学びを実現する読書活動の工夫として，様々
な読書体験と結び付けることを大切にしている。読書は「資質・能力」全体
に関わるものであるが，特に，「学びに向かう力，人間性」の涵養に大きく
関係すると考えているからである。 

この作品は，夏休みの課題の一つとして取り組んだ読書感想文である。児
童は，５年生の時に学習した「大造じいさんとガン」や，コミュニティ・ス
クールの読書会で読んだ「さいごのワシ」の感想を交流する中で，読書と対
話がつながることの楽しさや読むことの深まりを実感した。その体験を受
け，椋鳩十の作品に興味・関心を持ち他の椋鳩十の作品も読み進めていった。 

そして，国語科の授業や読書会を通して学んだ「視点を変えて読むこと」
や，「自分なりの問いと答えを持ちながら読むこと」を活かしながら，椋鳩
十の「ああ公」の感想を自分の言葉で表現していった。 

指導に当たっては，次の３点に留意させた。 
① 一つ一つの作品の見方・考え方を整理して書く。 
② 国語科の学習や読書会を通して学んだことを具体的にまとめる。 
③ 自分の中で深まった考えを文章構成を工夫してまとめる。 
読書会の経験が，本を通して人とつながりたいという気持ちを育て，児童

の読書意欲を育んでいることが伝わってくる。また，同じ作者の作品を読む
ことを通して，作品に込められた思いをより深く感じ取り，自ら問い続けな
がら考えていったことを素直に言葉で表現することができた。読書の広がり
と楽しさを改めて教えてくれる作品である。 

 


